
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年３月１０日                全国一般神奈川                    第２３８号（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
３
月
１
１
日 

１
１
時 

地
裁
８
階 

し
ら
ゆ
り
歯
科
解
雇
撤
回
裁
判
弁
論
準
備 

 

●
３
月
１
１
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
３
月
１
２
日 

１
７
時
３
０
分 

上
大
岡 

笈
川
商
会
団
体
交
渉 

 

●
３
月
１
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
３
月
１
３
日 

 

神
奈
川
春
闘
１
日
行
動 

横
浜
市
交
渉 

１
３
時 

松
村
ビ
ル
５
０
３ 

労
働
局
交
渉 

１
５
時
３
０
分 

万
国
橋 

 

●
３
月
１
５
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
３
月
１
５
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
３
月
１
５
日 

１
６
時
３
０
分 

事
務
所 

郵
政
会
議 

 

●
３
月
１
６
日 

１
８
時
３
０
分 

事
務
所 

匡
済
会
会
議 

 

●
３
月
１
８
日 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議
・勉
強
会 

 

●
３
月
１
９
日 

１
０
時
３
０
分 

中
央
本
部
書
記
局
会
議 

 

●
３
月
１
９
日 

１
１
時 

横
浜
交
通
開
発
団
体
交
渉 

 

●
３
月
１
９
日 

１
６
時 

藤
沢 

東
横
イ
ン
会
議 

 

●
３
月
２
２
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
６
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
３
月
２
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
６
回
担
当
者
会
議 

 

●
３
月
２
５
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
３
月
２
６
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

          
 

 
 

                    
 

  
 

   
 

                            
 

   
 

  
 

  
 

    
 

  
 

     
 

  
 

     
 

  
 

   
 

  
 

  
 

  
 

                    

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

広
が
る
中
、
２
０
春
闘
が

始
ま
り
ま
し
た
。
春
闘
ど

こ
ろ
で
は
な
い
と
言
う
よ

う
な
社
会
的
雰
囲
気
の
中

で
、
今
ま
さ
に
、
労
働
者

の
生
活
を
守
る
取
り
組

み
、
春
闘
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
全
国
一
般
全
国

協
は
、
１
月
２
６
日
、
東

京
で
各
県
代
表
者
会
議
を

開
催
し
、
２
０
春
闘
の
方

針
を
確
定
し
て
き
ま
し

た
。
神
奈
川
で
は
、
１
月

春
闘
学
習
会
で
社
会
情
勢

と
、
基
本
方
針
の
確
認
、

２
月
組
織
内
学
習
会
で
要

求
作
り
の
学
習
会
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
８
時

間
労
働
で
生
活
で
き
る
賃

金
の
獲
得
を
！
」 

賃
上

げ
は
「
月
１
万
八
千
円
、

７
％
以
上
。
時
給
１
０
０

円
の
ア
ッ
プ
！
」
を
ベ
ー

ス
に
、
私
た
ち
は
２
０
春

闘
に
取
り
組
み
ま
す
。 

神
奈
川
の
課
題
と
し
て

は
、
今
春
闘
も
す
べ
て
の

職
場
で
２
０
春
闘
を
取
り

組
む
こ
と
を
掲
げ
ま
し

た
。
昨
年
２
２
の
支
部
・

職
場
で
春
闘
を
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
取
り
組
め
て
い
な
い
職

場
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

す
。
職
場
に
根
ざ
し
た
要

求
を
創
り
、
使
用
者
と
の

団
体
交
渉
を
継
続
的
に
お

こ
な
う
こ
と
で
、
職
場
に

組
合
を
根
付
か
せ
る
こ

と
。
職
場
の
労
働
条
件
は
、

組
合
と
使
用
者
と
の
協
議

で
決
定
す
る
こ
と
。
こ
う

し
た
こ
と
を
職
場
で
当
た

り
前
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
春
闘
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
私
た
ち
の
権
利
を

守
る
取
り
組
み
で
す
。
す

べ
て
の
職
場
で
２
０
春
闘

を
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
賃
上
げ
と
同
時

に
、
労
働
条
件
に
か
か
わ

る
重
点
的
な
要
求
を
、
感

染
症
に
よ
る
罹
患
、
ま
た

同
居
者
が
罹
患
し
た
場
合

の
処
遇
、
公
共
交
通
機
関

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場
合
の

処
遇
、
休
職
期
間
の
延
長

の
３
点
を
確
認
し
て
き
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
昨
年
来
、

職
場
で
課
題
と
な
っ
た
案

件
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
会

議
の
中
で
、
各
支
部
・
各

職
場
、
様
々
な
対
応
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
計
画
運
休
に

よ
り
、
公
共
交
通
機
関
が

停
止
し
た
り
、
あ
る
い
は

感
染
症
に
罹
患
し
て
出
勤

で
き
な
い
場
合
、
有
給
の

消
化
を
強
制
さ
れ
た
り
、

欠
勤
扱
い
と
さ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
労
働
運
動
の

蓄
積
の
あ
る
職
場
と
、
な

い
職
場
で
は
大
き
く
異
な

り
、
ノ
ー
ワ
ー
ク
ノ
ー
ペ

イ
を
主
張
す
る
企
業
も
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病

気
等
で
休
職
し
た
場
合
、

休
職
期
間
の
長
さ
に
よ

り
、
職
場
復
帰
が
叶
わ
な

い
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
休
職
期
間
の
長
さ

が
、
職
場
復
帰
の
可
能
性

を
高
め
て
い
き
ま
す
。
今

春
闘
で
し
っ
か
り
使
用
者

と
交
渉
し
確
認
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
あ
ら
ゆ
る
状

況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
私

た
ち
自
身
が
私
た
ち
自
身

で
生
活
を
守
り
、
労
働
条

件
を
向
上
さ
せ
て
い
く
他

あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
を
ベ

ー
ス
に
、
地
域
で
、
全
国

の
仲
間
と
連
帯
し
て
２
０

春
闘
を
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
８
時
間
労
働
で
生
活

で
き
る
賃
金
を
！ 

安
心

し
て
働
き
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
環
境
の
確

立
を
！ 

２
０
春
闘
を
共

に
闘
お
う
！ 

 
 

（
委
員
長 

沢
口
） 

1

８
時
間
労
働
で
生
活
で
き
る
賃
金
を
！ 

 
1

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
環
境
の
確
立
を
！ 

 
1

２
０
春
闘
を
共
に
闘
お
う
！ 

職場、地域で２０春闘を共に闘おう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年３月１０日                全国一般神奈川                    第２３８号（２） 

２
０
春
闘
に
向
け
て
、
２
月
２

３
日
の
支
部
代
終
了
後
に
春
闘
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
郵
政
（
日
本
郵
便
）

の
春
闘
取
組
み
を
テ
ー
マ
に
、
南

関
東
支
社
、
小
田
原
東
局
、
都
筑

局
そ
れ
ぞ
れ
に
提
出
済
み
の
春
闘

要
求
書
を
、
藤
井
さ
ん
、
瀧
山
さ

ん
、
清
水
さ
ん
の
報
告
に
よ
り
共

有
し
、
今
春
闘
で
の
獲
得
目
標
を

確
認
し
ま
し
た
。
今
回
は
郵
政
に

お
け
る
個
別
要
求
項
目
を
、
い
わ

ば
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
的
に
確
認
す
る

学
習
形
式
と
な
っ
た
た
め
、
や
や

も
す
る
と
、
要
求
書
の
文
言
に
対

す
る
質
疑
な
ど
、
個
別
職
場
課
題

に
偏
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、

他
の
事
業
体
に
お
け
る
具
体
的
な

職
場
課
題
を
共
有
す
る
機
会
と
し

て
意
義
あ
る
も
の
で
し
た
。 

続
い
て
、
沢
口
委
員
長
か
ら
、

春
闘
と
は
、
労
働
条
件
、
職
場
環

境
の
改
善
を
求
め
て
、
会
社
・
法

人
と
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
実
現

し
て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
と
の

説
明
が
行
わ
れ
、
全
国
一
般
神
奈

川
の
２
０
春
闘
に
お
け
る
重
点
要

求
項
目
を
以
下
の
通
り
確
認
し
ま

２
０
春
闘 

組
織
内
学
習
会
の
取
組
み 

 
 

川
崎
市
や
横
浜
市
に
調
剤

薬
局
二
子
屋
を
展
開
す
る
丈

夫
屋
は
、
組
合
に
２
月
７
日

付
「
通
知
書
」
を
郵
送
し
、

「
Ａ
組
合
員
を
、
２
０
２
０

年
１
月
３
１
日
付
け
に
て
自

然
退
職
と
し
て
処
理
さ
せ
て

い
た
だ
く
・
・
・
」
と
、
解

雇
の
事
後
通
告
を
行
っ
た
。 

丈
夫
屋
は
、
過
去
の
解

雇
・
懲
戒
解
雇
で
は
、
地
位

確
認
等
裁
判
を
請
求
認
諾
で

解
雇
撤
回
。
解
雇
時
の
賞
与

し
た
。 

①
公
共
交
通
機
関
が
停
止
し
た
場

合
、
遅
刻
扱
い
や
一
方
的
な
就
業

時
間
の
変
更
、
年
休
の
時
季
指
定

な
ど
の
運
用
は
認
め
ず
、
特
別
休

暇
な
ど
に
よ
り
有
給
補
償
を
行
う

こ
と
、
②
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

感
染
症
に
よ
る
休
業
は
年
休
と
は

別
に
有
給
で
賃
金
を
保
障
す
る
こ

と
、
③
休
職
期
間
の
期
間
延
長
。 

 

各
職
場
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、 

使
用
者
側
に
要
求
書
を
提
出
し
、

２
０
春
闘
を
す
べ
て
の
職
場
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

（
小
畑
） 

２
月
２
０
日
、
平
沼
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

で
、
神
奈
川
の
担
当
し
て
い
る
平
井
さ

ん
、
白
井
さ
ん
を
は
じ
め
７
名
の
争
議

団
の
参
加
を
得
て
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
と

の
交
流
会
が
県
共
闘
主
催
で
開
催
さ

れ
た
。
会
は
が
く
ろ
う
の
宮
沢
さ
ん
の

司
会
で
は
じ
ま
り
、
最
初
に
発
言
し
た

乗
員
組
合
の
斎
藤
さ
ん
は
、
自
衛
隊
で

頑
張
り
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
就
職
ま
さ
か
自
分

が
整
理
解
雇
の
対
象
に
な
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
と
発
言
、
ま
た
客
乗
争
議

団
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
就
職
し
て
働

く
な
か
で
、О

Ｃ
Ｕ
の
赤
い
バ
ッ
チ
を

付
け
た
先
輩
た
ち
は
、
安
全
に
つ
い
て

不
支
給
に
関
し
て
も
労
働
審

判
・
本
訴
い
ず
れ
も
会
社
敗

訴
。
昨
年
末
の
労
働
委
員
会

の
結
審
時
に
は
、
最
後
陳
述

書
の
放
棄
で
、
不
当
労
救
済

命
令
必
至
。
そ
ん
な
状
況
下

で
の
「
自
然
退
職
処
理
」
名

目
の
解
雇
で
す
。 

請
求
認
諾
後
で
職
場
復
帰

を
さ
せ
た
上
で
、
パ
ワ
ハ

ラ
・
職
場
全
体
で
の
嫌
が
ら

せ
で
出
勤
で
き
な
く
さ
せ
、

以
降
不
誠
実
団
交
と
団
交
拒

丈
夫
屋
労
災
審
査
請
求
棄
却
を
機
に
、 

「自
然
退
職
処
理
」
な
る
三
度
目
の
解
雇 

３／１ 早春お花見会in下曽我 開催 

３
月
１
日
（
日
）
に

毎
年
恒
例
の
組
合
の

お
花
見
を
下
曽
我
で

開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
は
気
温
が
と

て
も
暖
か
く
、
梅
の
花

は
殆
ど
散
っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
当

日
の
気
温
は
暖
か
く
、

梅
の
花
以
外
は
お
花

見
日
和
で
し
た
。
天
気

に
恵
ま
れ
、
最
終
日
で

日
曜
日
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
こ
そ
こ
の

花
見
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
唯
一
、
下

曽
我
が
賑
わ
う
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。 

県
共
闘 

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
と
の
交
流
会
を
行
う
！ 

 

否
。
新
た
な
解
雇
の
提
起
に

関
し
て
は
、
昨
年
７
月
１
８

日
開
催
の
労
働
委
員
会
第
７

回
調
査
に
お
い
て
、
労
組
か

ら
の
抗
議
に
反
論
も
で
き

ず
、
「
留
保
」
と
し
た
も
の

で
す
。 

丈
夫
屋
渡
辺
陸
子
会
長
以

下
の
一
族
経
営
陣
に
対
し
、

組
合
は
不
当
解
雇
撤
回
を
全

力
で
闘
う
決
意
で
す
。
今
後

の
闘
い
に
注
目
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
藤
井
） 

生
活
ク
ラ
ブ
の
八

木
さ
ん
も
手
作
り
の

か
ら
揚
げ
や
い
な
り

寿
司
も
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
り
、
集
ま
っ

た
い
つ
も
の
皆
さ
ん

で
お
酒
を
片
手
に
語

り
合
い
な
が
ら
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。
そ

し
て
楽
し
い
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。 

気

が

早

い

で

す

が
、
ま
た
来
年
も
お

花
見
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

 

（
瀧
山
） 

 

怖
い
ぐ
ら
い
厳
し
か
っ
た
が
信
頼
で

き
た
。
そ
れ
でО

Ｃ
Ｕ
に
入
っ
た
と
い

う
報
告
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
母
子
家

庭
だ
っ
た
け
ど
解
雇
は
許
せ
な
い
と

思
い
今
日
ま
で
闘
っ
て
き
た
と
い
う

メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
争
議
団
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
が
語
ら
れ
た
。 

参
加
し
た
県
共
闘
の
１
０
名
は
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
争
議
団
の
話
を
聞
き
、
オ
リ
・
パ

ラ
前
の
争
議
解
決
に
向
け
支
援
強
化

の
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。
会
は
そ
の

後
事
務
所
の
ワ
ン
コ
イ
ン
交
流
に
移

り
し
め
く
く
ら
れ
た
。 

（
米
山
） 


